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本研究は r 線巨大吸収の起る領域での C12 (r .p)Bll 反応における微細構造究明を目的としたものであ
る。(r. n) 反応、にみられる微細構造と比較する為、軽い核で N=Z である C12 をえらび実験した。
24Mw ベータトロンからの大線量の連続スペクトル T 線を用い、陽子の検出には原子核乾板による万法
を採用して、エネルギ一分布と角度分布を同時に求めた。
T 線エネルギーの安定と測定陽子エネルギーの精度をよくすることに努力し target 中でのエネルギー
損失にもとずく誤差を少くする為に出来る t:_'け薄い film targct を使って、 high energy proton に対
し O.lMw 以下の精度で測定し、統計をよくして、得られたエネルギ一分布には明白な Peak が現われた。
乙れらの peak は C12(r .n) 、 Bll (p. r) Bll (p.n)反応から得られた C12 exatatron level data と比較す
ると相当の一致が見られ、 (r.n) 反応の多くの微細構造とよく対応することが示きれた。これによって T
線吸収における巨大共鳴が細かい level での吸収の集積であると解釈する根拠が得られた。
比較的大きな peak は proton energy にして3.5、 4.5 、 5.3、 5.7、 6.2 、 6.7 、 7.1 Mw である。
proton の角度分布は殆んど sin2 ß の形となり、 (r. n) 反応に於ける放出中性子の角度分布と異なる結
果が得られた。各準位ごとの角度分布も測定したが同分布を示し、あたかも一つの mode で陽子が放出
きれてるが如き結果となった。
微細構造を解明する一つの方法として shell model による single particle の jamp を考え perticIe-
hole interaction から最近計算された level energy と比較すると、 T=l J=l- 及び 2ーに相当する
proton が peak enegy に対応することが示され mlcro 的考察の可能性が得られた。猶この Theory か
ら、乙のエネルギ一範囲の反応に M2 reaction が含まれている事が導かれる。
微細構造に見られる細かい peak は上述の interaction における摂動が加わって分離したものと考えら











果、そのエネルギ一分布に多くの微細構造を見出した。このデーターは (r .n) 反応及び他の反応と比較
する事により、明らかな相似性があり、エネルギー的のみならず準位密度からも検討する乙とによって、
巨大吸収が (r .p) 反応においても細かい多くの準位の共鳴吸収の集積であることを WJ自にした。したが
って連続スペクトルの T 線を用いる事により同時に多くの準位を解明j出来たわけで微調n構造の存在は、
(r.n) 反応独持のものでなく、 (r .p) 反応においても同様に存在し、重い核になれば、励起準位の数
が多くなって、測定では分離出来ないのであると解釈する根拠が得られた。




く particle hole interaction から種々の組合せについてエネルギー単位を計一算したものと比較した。 この
計算には多くの実験データーを参考にして摂動エネノレギーを C12 について求めたものであるが、乙の励




し、叉、測定される準位が C12 が閉殻構造であることから、 うまく particle-hole-interaction theory 
で説明される事を指摘した。
この業蹟は軽い元素の原子核の (r .p) 反応において、 C12 及び (r.p) 反応により生ずる Bll のエネ
ノレギー準位の決定に大きな貢献をしたものであり、理学博士の学位論文として卜分の価値あるものと認め
る口
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